
	 Ni	 Fe	 Co	 Mn	 Cr	 Na	 K	 Cl	 O	 C
	＞ 99.9	 0.005	 	 	 	 	 	 	 0.8	 0.06
	 	 	 0.002	 0.001	 0.001	 0.001	 0.001	 0.002
	（Oを除く）	 0.002	 	 	 	 	 	 	 0.3	 0.04

ニッケル超微粉
CVDによる超微粉技術が最先端電子部品の高性能を創る

用途

①球形
②粒子径の精密な制御が可能	 平均粒子径 0.1 〜 0.5μm
③シャープな粒度分布	 幾何標準偏差 1.3 〜 1.5
④高い結晶性	 平均結晶子サイズ＞ 0.1μm 
⑤安定した表面酸化膜	 表面が約 3nmの酸化膜で覆われています
⑥平滑な粒子表面
⑦高純度	 Ni ＞ 99.9%

製品の特徴

積層セラミックコンデンサ用内部電極
その他電子部品用電極材料など

■主な製品の物性値（例）

■化学成分（％）

〜 〜 〜

NFP401（平均粒径 0.4μm）

	
製品名

	 平均径	 比表面積	 タップ密度	 粗粒計数＊

	 	 （μm）	 （m2/g）	 （g/cm3）	 （個 /5千倍 20視野）
	 NFP401	 0.4	 1.7	 3.9
	 NFP401S	 0.4	 1.7	 3.9	 2μm以上 3ケ以下
	 NFP301S	 0.3	 2.6	 3.5	 2μm以上 2ケ以下
	 NFP201	 0.2	 3.4	 3.0
	 NFP201S	 0.2	 3.4	 3.4	 2μm以上 2ケ以下
	 NFP201X	 0.2	 3.7	 3.7	 0.8μm以上 6ケ以下

（＊社内計測値）

NFP201S（平均粒径 0.2μm）

開発品（平均粒径0.2μm 粗粒0.6μm cut）
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	 平均粒径（μm）	 水分（％）	 酸化皮膜（nm）

	 0.2、0.3、0.4	 ＜ 0.1	 2 〜 3

■粒径分布の例

■X線回析パターン

■大気中酸化特性（昇温速度：20℃／min）

■還元雰囲気中収縮特性（昇温速度：20℃／min）

注：重量増加％は、全重量増に対する比率です。

	 	　　　　　　　  収縮温度（℃）
	
平均粒径（μm）

	 1%収縮	 50%収縮
	 0.4	 590	 700
	 0.3	 560	 680
	 0.2	 510	 620

注：収縮％は、全収縮に対する比率です。

■水分、酸化皮膜

※本製品は『外国為替及び外国貿易法、輸出貿易管理令』の規定により戦略物資等（又は役務）に該当するので、日本国外に輸出する際に日本国政府の輸出許可が必要です。

	 	　　　　　　　 重量増加温度（℃）
	
平均粒径（μm）

	 1%増加	 50%増加
	 0.4	 380	 510
	 0.3	 350	 460
	 0.2	 300	 430

酸化膜
3nm

ニッケル超微粉

JFEミネラル株式会社
機能素材営業部

〒105-0014　東京都港区芝三丁目8番2号 芝公園ファーストビル5階

 TEL  （03）4455-2260　　FAX  （03）4455-2269

http://www.jfe-mineral.co.jp


